
Ｑ５－３ 有機物の種類によっては炭素率が高くて腐熟しにくいとのことですが、炭素率を低下させるのにどれくらい石灰

窒素が必要ですか? 

 

Ａ５－３ 炭素率の高い有機物を早く腐熟させるには、窒素を添加し炭素率を30ぐらいにする必要があります。この炭素率

の調整に必要な窒素の添加量は、次式から求めることができます。 

X=C/A-N 

X ： 添加する窒素の割合、 C ： 材料の炭素量、 Ｎ ： 材料の窒素量、 A ： 矯正する炭素率 

この式に当てはめて具体的に石灰窒素の必要な量を算出したのが 表5-2です。 稲わらの場合、C=42、N=0.6(この場

合の炭素率は70)、A=30です。 

X=42/30-0.6によりX=0.8(%)になります。 これは１tの稲わらに窒素量8㎏が必要という計算になり、石灰窒素に換算す

ると40㎏になります。 

 

表5-2 粗大有機物(1t)の炭素率低下に必要な添加窒素量 

現物平均 
材   料 

Ｃ ％ Ｎ ％ Ｃ/Ｎ 

炭素率を30にするために必

要な添加窒素量 

添加窒素量を石灰窒素

に換算した量 

とどまつ樹皮 

小麦稈 

大麦稈 

稲わら 

すすき茎葉 

乾燥野草 

48 

40 

40 

42 

42 

50 

0.4 

0.4 

0.5 

0.6 

0.7 

1.0 

120 

100 

80 

70 

60 

50 

12.0  ｋｇ 

9.3 

8.3 

8.0 

7.0 

6.7 

57  ｋｇ 

44 

40 

38 

33 

32 

* 石灰窒素の窒素含量21%で計算 

おがくずやバークには炭素率がきわめて高いものがあり、添加する窒素量を算出すると多量に必要となります。多量の

窒素量を一時に添加すると脱窒や流出が多くなるので添加する石灰窒素量は材料1t当たり20～100㎏からはじめ、そ

の後の腐熟状況をみながら追加するようにします。 
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